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【事業報告】

業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況の概要 

（１）内部統制システムに係る基本方針

当社および子会社から成る企業集団は、業務の適正と効率を確保するために必要

な体制(以下、内部統制システムという)が適正に整備、運用されていることが良質

な企業統治体制の確立のために必要不可欠であることを認識し、会社法、金融商品

取引法および株式会社東京証券取引所が定める上場ルール、ならびに企業が反社会

的勢力による被害を防止するための指針（犯罪対策閣僚会議幹事会申合せ）等に基

づき、以下のとおり、内部統制システムに係る基本方針を定め、この方針の下で同

システムの整備、運用を図る。

当社および子会社から成る企業集団は、社会経済情勢その他環境の変化に応じて

適時適切に見直しを行い、その充実を図る。 

①取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための

体制（コンプライアンス体制）

（ア）当社は、取締役および使用人に対し、法令および定款、社内諸規程を厳格に

遵守し、社会規範にもとることのない誠実かつ公正な職務執行のための要諦

である企業行動規範（私たちの行動ルール）を浸透させる。

当社は、コンプライアンス委員会規程を根拠規程として、代表取締役社長お

よび役付取締役、社外の弁護士を以って社内遵法体制推進の最高機関である

コンプライアンス委員会を設置し、これに当社事業活動の法令および定款、

社内規程との整合、企業倫理に係る重要施策の決定、取締役および使用人へ

の周知徹底と教育、内部者通報の受理、発生事案に対する原因の究明、未然

防止および再発防止の徹底等の機能を果たさせ、倫理法令遵守を重視する企

業風土を醸成する。 

当社は、コンプライアンス委員会事務局である法務・監査部（法務担当）に、

法務相談管理規程に基づき、各分掌業務所管組織部署からの法務相談を取り

扱う役割を果たさせ、当社事業活動におけるコンプライアンス上の疑義によ

るリスクの顕在化および拡大の未然防止と早期の問題事案把握、対策実施を

講じる。 

（イ）当社は、内部監査規程に基づき、法務・監査部(監査担当)に、内部監査部門

として執行部門からの独立性を確保して内部監査を実施させ、その結果を代

表取締役社長に報告させ、早期の問題事案把握、対策実施を講じる。

（ウ）当社は、取締役および使用人が、不正の行為または法令および定款、社内規

程に違反する重大な事実、その他コンプライアンス上疑義のある事実を発見

した場合、直ちに職制を通じて代表取締役社長および取締役会に報告させ、

あわせて遅滞なく監査役に報告させ、早期の問題事案把握、対策実施を講じ

る。

（エ）当社は、企業倫理ヘルプライン規程に基づき企業倫理ヘルプライン（内部者

通報システム）を設置し、取締役および使用人による不正の行為または法令
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もしくは定款、社内規程に違反する重大な事実、その他コンプライアンス上

疑義のある事実について、通常の職制ルートを介さずにコンプライアンス委

員会へ報告できる体制を敷き、コンプライアンス体制の機能を補完する。 

（オ）監査役は、コンプライアンス体制に問題があると認めるときは、取締役およ

び使用人に対して意見を述べるとともに、改善策の策定を求めることができ

る。

②取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制（情報保存管理体

制）

当社は、取締役の職務の執行に係る情報について、法令および文書管理規程に基

づき、その保存媒体に応じて、定められた期間の適切かつ確実に検索性の高い状

態での保存、および期間満了後の廃棄に至るまでを管理する。

なお、保存中の当該情報は閲覧謄写可能な状態を維持する。

③損失の危険の管理に関する規程その他の体制（リスク管理体制）

（ア）当社は、当社の業務執行に係るリスクに係る合理的な管理体制として、リス

クマネジメント委員会規程を根拠規程とするリスクマネジメント委員会を設

置する。 

同委員会は、代表取締役社長および役付取締役を以って構成し、当社企業価

値の向上、事業の持続性に資する。 

（イ）当社は、経営に重大な影響を与える事態が生じた場合には、リスク管理規程

に基づき、代表取締役社長を本部長とする対策本部を設置し、社外の弁護士

等の外部アドバイザリーチームと連係し、迅速な対応を行い、損害の拡大を

防止し、これを最小限に止める。

④取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制（効率的職務

執行体制）

（ア）当社は、取締役会規程に基づき、取締役の職務の執行が効率的に行われるこ

とを確保するため、取締役会を月 1 回定時に開催するほか、必要に応じて適

宜臨時に開催する。

取締役会において審議される事項については、取締役会の開催に先立ち、経

営会議規程に基づき構成される経営会議において起案者を出席させ議論を行

い、その過程を経て取締役会に対し当該事項を議案として上程する。

取締役会は、経営資源の適正かつ合理的な配分等を考慮の上、審議事項の議

決を行う。

また、取締役会では、定期的に取締役が担当する職務執行状況の報告を為し、

取締役の相互においてその妥当性および効率性の監督を行う。

（イ）当社は、取締役会の決定事項について、組織規程、執行役員規程、職務権限

規程、業務分掌規程および各業務規程に基づき、担当の職務執行者の権限と

責任を明らかにし、組織的かつ効率的に執行を図る。

⑤当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

（グループ会社管理体制）

⑤-1．子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
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当社は、関連企業管理規程に基づき、子会社の事業運営について、その自主

性を尊重しつつ、当社における合議・承認事項および当社に対する報告事項

等を明確にし、その執行状況をモニタリングする。 

取締役は、子会社において、不正の行為または法令および当該子会社の定款、

社内規程に違反する重大な事実、その他コンプライアンス上疑義のある事実

を発見した場合、代表取締役社長および取締役会に報告し、あわせて遅滞な

く監査役に報告する。 

  ⑤-2．子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

  （ア）当社は、リスクマネジメント委員会規程を根拠規程として設置するリスクマ

ネジメント委員会に、子会社の業務執行に係るリスクを含めた、合理的なリ

スク管理体制としての機能を持たせ、企業価値の向上、事業の持続性に資す

る体制を構築する。 

（イ）当社は、子会社の経営に重大な影響を与える事態が生じた場合には、リスク

管理規程に基づき、代表取締役社長を本部長とする対策本部を設置し、社外

の弁護士等の外部アドバイザリーチームと連係し、迅速な対応を行い、子会

社の損害の拡大を防止し、これを最小限に止める。 

  ⑤-3．子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

  （ア）当社は、子会社が子会社の取締役会規程に基づき、子会社取締役会を月 1 回

定時に開催するほか、必要に応じて適宜臨時に開催することを以って、子会

社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保する。 

子会社取締役会において審議される一定の事項については、子会社取締役会

の開催に先立ち、当社と起案者が議論を行い、子会社は当社の合議または承

認を得る。この過程を経て、子会社は子会社取締役会に対し当該事項を議案

として上程し、経営資源の適正かつ合理的な配分等を考慮の上、審議事項の

議決を行う。 

また、子会社取締役会では、定期的に子会社の各取締役が担当する職務執行

状況の報告を為し、子会社取締役の相互においてその妥当性および効率性の

監督を行う。 

  （イ）当社は、子会社取締役会の決定事項について、子会社における組織規程、職

務権限規程、業務分掌規程および各業務規程に基づき、子会社に担当の職務

執行者の権限と責任を明らかにさせ、組織的かつ効率的な執行の監督を行う。 

  ⑤-4．子会社の取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確

保するための体制 

  （ア）当社は、子会社の取締役および使用人に対し、法令および定款、社内諸規程

を厳格に遵守し、社会規範にもとることのない誠実かつ公正な職務執行のた

めの要諦である企業行動規範（私たちの行動ルール）を浸透させる。 

当社は、子会社のコンプライアンス委員会規程を根拠規程として、子会社取

締役全員を以って構成する社内遵法体制推進の最高機関であるコンプライア

ンス委員会を設置し、これに子会社事業活動の法令および定款、社内規程と

の整合、企業倫理に係る重要施策の決定、取締役および使用人への周知徹底
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と教育、内部者通報の受理、発生事案に対する原因の究明、未然防止および

再発防止の徹底等の機能を果たさせ、倫理法令遵守を重視する企業風土を醸

成する。 

当社は、法務・監査部（法務担当）に、子会社の法務相談管理規程に基づき、

各分掌業務所管組織部署からの法務相談を取り扱う役割を果たさせ、子会社

事業活動におけるコンプライアンス上の疑義によるリスクの顕在化および拡

大の未然防止と早期の問題事案把握、対策実施を講じる。 

  （イ）当社は、内部監査規程に基づき、法務・監査部(監査担当)に、内部監査部門

として執行部門からの独立性を確保して子会社の内部監査を実施させ、その

結果を当社および子会社の代表取締役社長に報告させ、早期の問題事案把握、

対策実施を講じる。 

  （ウ）当社は、子会社の取締役および使用人が、不正の行為または法令および定 

款、社内規程に違反する重大な事実、その他コンプライアンス上疑義のある

事実を発見した場合、直ちに職制を通じて当社代表取締役社長および当社監

査役に報告させ、早期の問題事案把握、対策実施を講じる。 

  （エ）当社は、子会社の企業倫理ヘルプライン規程に基づき子会社に企業倫理ヘル

プライン（内部者通報システム）を設置し、子会社の取締役および使用人に

よる不正の行為または法令もしくは定款、社内規程に違反する重大な事実、

その他コンプライアンス上疑義のある事実について、通常の職制ルートを介

さずに子会社コンプライアンス委員会へ報告できる体制を敷き、コンプライ

アンス体制の機能を補完する。 

  （オ）当社および子会社監査役は、コンプライアンス体制に問題があると認めると

きは、子会社の取締役および使用人に対して意見を述べるとともに、改善策

の策定を求めることができる。 

  ⑥監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用

人に関する事項および当該使用人の取締役からの独立性に関する事項ならびに監

査役の当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項 

  （ア）当社は、監査役が監査役監査基準に基づく監査役職務を補助すべき使用人を

置く必要があるとした場合、監査役との協議の上、法務・監査部（監査担当）

をその職務を補助すべき使用人として指名する。 

（イ）当社は、監査役が当該使用人をその職務を補助すべき使用人とする期間中、

その指揮命令を監査役に委譲し、取締役の指揮命令系統から独立させる。 

（ウ）当社は、監査役が、当該使用人をその職務を補助すべき使用人とする期間中、

当該使用人に取締役の職務執行に係る一切を兼務させず、かつ、当該使用人

の人事考課および異動に際しては、監査役の同意を要することとする。 

  ⑦監査役への報告に関する体制 

  ⑦-1．取締役・使用人が監査役に報告をするための体制 

  （ア）当社は、監査役会への報告管理規程に基づき、取締役および使用人に対して、

当社の業務または業績に影響を与える重要な事項を把握した際は、監査役か

らの要求がない場合であっても、速やかに監査役会に報告する義務を課す。
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取締役は、取締役会においてもあわせて監査役に対しての報告の機会をもつ。 

上記にかかわらず、監査役はいつでも必要に応じて、取締役および使用人に

対して報告および説明を求めることができる。 

（イ）当社は、企業倫理ヘルプライン規程に基づく企業倫理ヘルプライン（内部者

通報システム）の運用を図ることにより、不正の行為または法令および定款、

社内規程に違反する重大な事実、その他コンプライアンス上疑義のある事実

について、監査役への適切な報告を確保する。 

  ⑦-2．子会社の取締役・監査役・使用人またはこれらの者から報告を受けた者が当

社監査役に報告をするための体制 

  （ア）当社は、監査役会への報告管理規程および関連企業管理規程に基づき、子会

社の取締役、監査役および使用人またはこれらの者から報告を受けた者に対

して、当該子会社の業務または業績に影響を与える重要な事項を把握した際

は、当社監査役からの要求がない場合であっても、速やかに当社監査役会に

報告する義務を課す。 

子会社取締役は、当該子会社取締役会において当該子会社監査役に対する報

告の機会があり、当該子会社監査役を通じて当社監査役へ報告することもで

きる。 

上記にかかわらず、当社監査役はいつでも必要に応じて、子会社の取締役、

監査役および使用人に対して報告および説明を求めることができる。 

（イ）当社は、子会社の企業倫理ヘルプライン規程に基づく企業倫理ヘルプライン

（内部者通報システム）の運用を図ることにより、当該子会社における不正

の行為または法令および定款、社内規程に違反する重大な事実、その他コン

プライアンス上疑義のある事実について、当社監査役への適切な報告を確保

する。 

  ⑦-3．監査役に報告したことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保する

ための体制 

当社は、監査役監査基準および監査役会への報告管理規程の趣旨に基づき、

監査役に対する報告が通常の職制ルートによるものであるか否かを問わず、

監査役に報告をしたことを理由として、当該報告者（その所属が当社である

か子会社であるかを問わない。）に対し、作為不作為、有形無形を問わず一切

の不利益な取扱いをしない。 

  ⑧監査役の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続その他の職務の

執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項 

当社は、監査役が法令および監査役監査基準に基づく監査役の職務を執行するこ

とで生ずる費用の前払または支出した費用や利息の償還、負担した債務の弁済を

請求したときは、その費用等が監査役の職務の執行に必要でないことを証明しな

い限り、これを負担する。 

  ⑨その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

当社は、監査役の監査の実効性を高めるため、監査役による取締役および使用人

（子会社の取締役・監査役・使用人を含む）からの個別ヒヤリングの機会、なら
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びに、監査役による代表取締役社長、会計監査人、内部監査部門のそれぞれとの

間の定期的な意見交換の機会を設ける。 

  ⑩財務報告の信頼性と適正性を確保するための体制 

  （ア）当社は、金融商品取引法および内閣府令が要請する財務計算に関する書類そ

の他の情報の信頼性と適正性を確保する体制について、必要かつ適切なシス

テムを整備し、運用する。 

（イ）取締役会は、それらが適切に整備および運用されていることを監督する。 

（ウ）監査役は、それらの整備および運用状況を監視し検証する。 

  ⑪反社会的勢力による被害を防止するための体制 

（ア）当社および子会社から成る企業集団は、社会秩序や安全に脅威を与える反社

会的勢力に対して、毅然とした態度で組織的に対処し、あらゆる関係を遮断

する。 

（イ）当社および子会社から成る企業集団は、当社法務・監査部（法務担当）を反

社会的勢力との関係遮断のための統括部署とし、マニュアルの策定、研修を

実施させ、発生事案については、当事者部署と連係し臨機に対応させる。 

加えて、各営業店等に暴力団対策法に基づく不当要求防止責任者を設置し、

連係を図る。 

（ウ）当社および子会社から成る企業集団は、反社会的勢力による不当要求につき、

適切な拒絶、排除対応を図るため、平素より所轄の警察署や暴力追放推進セ

ンター、法律顧問等の外部専門機関との緊密な関係を確保し、情報の共有を

図る。 

 

（２）当社における基本方針の運用状況の概要 

   当社および子会社から成る企業集団が整備している内部統制システムにおける当

期（平成 30 年 6 月 1 日から令和 元年 5 月 31 日まで）の運用状況は、以下のとおり

である。 

  ①取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための

体制（コンプライアンス体制） 

   当社は、取締役および使用人に対し、企業行動規範（私たちの行動ルール）を、

コンプライアンス研修会の開催等により周知させ、浸透させている。 

また、コンプライアンス委員会規程を根拠規程として、コンプライアンス委員会

を２カ月に１回以上定例的に開催しており、当期は 6 回開催した。 

コンプライアンス委員会事務局である法務・監査部（法務担当）は、法務相談管

理規程に基づき、各分掌業務所管組織部署からの法務相談を取り扱う役割を果た

しており、当社事業活動におけるコンプライアンス上の疑義によるリスクの顕在

化および拡大の未然防止と早期の問題事案把握に努めている。 

法務・監査部（監査担当）は、内部監査規程に基づき、内部監査部門として執行

部門からの独立性を確保して内部監査を実施するとともに、その結果を代表取締

役社長に報告するなど、早期の問題事案把握に努めている。 

加えて、当社は、企業倫理ヘルプライン規程に基づき企業倫理ヘルプライン（内
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部者通報システム）を設置し、取締役および使用人による不正の行為または法令

もしくは定款、社内規程に違反する重大な事実、その他コンプライアンス上疑義

のある事実について、通常の職制ルートを介さずにコンプライアンス委員会へ報

告できる体制を敷き、コンプライアンス体制の機能を補完している。 

  ②取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制（情報保存管理体

制） 

当社は、取締役の職務の執行に係る情報について、法令および文書管理規程に基

づき、その保存媒体に応じて、定められた期間の適切かつ確実に検索性の高い状

態での保存、および期間満了後の廃棄に至るまでを適正に管理している。 

加えて、保存中の当該情報を閲覧謄写可能な状態で適正に維持している。 

  ③損失の危険の管理に関する規程その他の体制（リスク管理体制） 

当社は、リスクマネジメント委員会規程を根拠規程として、リスクマネジメント

委員会を２カ月に１回以上定例的に開催しており、当期は 6 回開催した。 

同委員会は、代表取締役社長および役付取締役を以って構成し、当社企業価値の

向上、事業の持続性に資する議論を展開している。 

  ④取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制（効率的職務

執行体制） 

当社は、取締役会規程に基づき、取締役会を月 1 回定時に開催するほか、必要に

応じて適宜臨時に開催しており、当期は 14 回開催した。 

取締役会において審議される事項については、取締役会の開催に先立ち、経営会

議規程に基づき構成される経営会議において起案者を出席させ議論を行い、取締

役会に対し当該事項を議案として上程している。 

その過程を経て、取締役会は、経営資源の適正かつ合理的な配分等を考慮の上、

審議事項の議決を行っている。 

また、取締役会では、定期的に取締役が担当する職務執行状況の報告を為し、取

締役の相互においてその妥当性および効率性の監督を行っている。 

取締役会の決定事項については、組織規程、執行役員規程、職務権限規程、業務

分掌規程および各業務規程に基づき、担当の職務執行者の権限と責任を明らかに

し、組織的かつ効率的にその執行を図っている。 

  ⑤当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 

（グループ会社管理体制） 

  ⑤-1．子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制 

当社は、関連企業管理規程に基づき、子会社の事業運営について、その自主

性を尊重しつつ、当社における合議・承認事項および当社に対する報告事項

等を明確にし、その執行状況をモニタリングしている。 

  ⑤-2．子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

当社は、リスクマネジメント委員会規程を根拠規程として設置するリスクマ

ネジメント委員会において、子会社の業務執行に係るリスクも含めて取り扱

うことにより、合理的なリスク管理体制を構築している。 

  ⑤-3．子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

－7－



当社は、子会社の取締役会規程に基づき、月 1 回定時のほか、必要に応じた

適宜臨時も含めて当期 19 回の子会社取締役会の開催を以って、子会社の取締

役の職務の執行が効率的に行われることを確保している。 

子会社取締役会において審議される一定の事項については、子会社取締役会

の開催に先立ち、当社と起案者が議論を行い、子会社は当社の合議または承

認を得ることとし、この過程を経て、子会社は子会社取締役会に対し当該事

項を議案として上程し、経営資源の適正かつ合理的な配分等を考慮の上、審

議事項の議決を行っている。 

また、子会社取締役会では、定期的に子会社の各取締役が担当する職務執行

状況の報告を為し、子会社取締役の相互においてその妥当性および効率性の

監督を行っている。 

当社は、子会社取締役会の決定事項について、子会社における組織規程、職

務権限規程、業務分掌規程および各業務規程に基づき、子会社に担当の職務

執行者の権限と責任を明らかにさせ、組織的かつ効率的な執行の監督を行っ

ている。 

  ⑤-4．子会社の取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確

保するための体制 

当社は、子会社の取締役および使用人に対し、企業行動規範（私たちの行動

ルール）を、コンプライアンス研修会の開催等により周知させ、浸透させて

いる。 

また、子会社のコンプライアンス委員会規程を根拠規程として、子会社にお

いてもコンプライアンス委員会を開催しており、当期は 4 回開催した。 

当社法務・監査部（法務担当）は、子会社の法務相談管理規程に基づき、各

分掌業務所管組織部署からの法務相談を取り扱い、子会社事業活動における

コンプライアンス上の疑義によるリスクの顕在化および拡大の未然防止と早

期の問題事案把握に努めている。 

当社法務・監査部（監査担当）は、内部監査規程に基づき、内部監査部門と

して執行部門からの独立性を確保して子会社の内部監査を実施するとともに、

その結果を当社および子会社の代表取締役社長に報告するなど、早期の問題

事案把握に努めている。 

加えて、当社は、子会社の企業倫理ヘルプライン規程に基づき子会社に企業

倫理ヘルプライン（内部者通報システム）を設置し、子会社の取締役および

使用人による不正の行為または法令もしくは定款、社内規程に違反する重大

な事実、その他コンプライアンス上疑義のある事実について、通常の職制ル

ートを介さずに子会社コンプライアンス委員会へ報告できる体制を敷き、コ

ンプライアンス体制の機能を補完している。 

  ⑥監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用

人に関する事項および当該使用人の取締役からの独立性に関する事項ならびに監

査役の当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項 

当社は、監査役が監査役監査基準に基づく監査役職務を補助すべき使用人を置く
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必要があるとした場合、監査役との協議の上、法務・監査部（監査担当）をその

職務を補助すべき使用人として指名することとし、監査役が当該使用人をその職

務を補助すべき使用人とする期間中、その指揮命令を監査役に委譲し、取締役の

指揮命令系統から独立させることとしている。 

監査役が当該使用人をその職務を補助すべき使用人とする期間中、当該使用人に

取締役の職務執行に係る一切を兼務させないこととし、かつ、当該使用人の人事

考課および異動に際しては、監査役の同意を要することとして、当該使用人に対

する指示の実効性を適正に確保している。 

なお、当期において、監査役から監査役職務を補助すべき使用人を置く必要があ

るとの申し出を受けていない。 

  ⑦監査役への報告に関する体制 

  ⑦-1．取締役・使用人が監査役に報告をするための体制 

当社は、監査役会への報告管理規程に基づき、取締役および使用人に対して、

当社の業務または業績に影響を与える重要な事項を把握した際は、監査役か

らの要求がない場合であっても、速やかに監査役会に報告する義務を課して

いる。 

加えて、取締役が、取締役会においてもあわせて監査役に対して報告する機

会を確保しており、監査役がいつでも必要に応じて、取締役および使用人に

対して報告および説明を求めることができる体制も確保している。 

また、企業倫理ヘルプライン規程に基づく企業倫理ヘルプライン（内部者通

報システム）の運用を図ることにより、不正の行為または法令および定款、

社内規程に違反する重大な事実、その他コンプライアンス上疑義のある事実

について、監査役へ適切に報告する体制を確保している。 

  ⑦-2．子会社の取締役・監査役・使用人またはこれらの者から報告を受けた者が当

社監査役に報告をするための体制 

当社は、監査役会への報告管理規程および関連企業管理規程に基づき、子会

社の取締役、監査役および使用人またはこれらの者から報告を受けた者に対

して、当該子会社の業務または業績に影響を与える重要な事項を把握した際

は、当社監査役からの要求がない場合であっても、速やかに当社監査役会に

報告する義務を課している。 

加えて、子会社取締役が、当該子会社取締役会において当該子会社監査役に

対して報告する機会を確保しており、当該子会社監査役を通じて当社監査役

に報告することができ、かつ、当社監査役がいつでも必要に応じて、子会社

の取締役および使用人またはこれらの者から報告を受けた者に対して報告お

よび説明を求めることができる体制も確保している。 

また、当社は、子会社の企業倫理ヘルプライン規程に基づく企業倫理ヘルプ

ライン（内部者通報システム）の運用を図ることにより、当該子会社におけ

る不正の行為または法令および定款、社内規程に違反する重大な事実、その

他コンプライアンス上疑義のある事実について、当社監査役へ適切に報告す

る体制を確保している。 
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  ⑦-3．監査役に報告したことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保する

ための体制 

当社は、監査役監査基準および監査役会への報告管理規程の趣旨に基づき、

監査役に対する報告が通常の職制ルートによるものであるか否かを問わず、

監査役に報告をしたことを理由として、当該報告者（その所属が当社である

か子会社であるかを問わない）に対し、作為不作為、有形無形を問わず一切

の不利益な取扱いをしていない。 

  ⑧監査役の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続その他の職務の

執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項 

当社は、監査役の職務執行について生じる費用を支弁するための相当額を年度予

算に計上しており、監査役が法令および監査役監査基準に基づき執行される監査

役職務で生ずる費用の前払または支出した費用や利息の償還、負担した債務の弁

済につき、その費用等が監査役の職務の執行に必要でないことを証明しない限り、

これを適正に負担している。 

  ⑨その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

当社は、監査役（会）が定期的および随時に実施する取締役および使用人（子会

社の取締役・監査役・使用人を含む）に対する個別ヒヤリングならびに定期的に

実施する代表取締役社長との意見交換につき、全面的に協力している。 

また、監査役および子会社監査役・会計監査人・内部監査部門（法務・監査部（監

査担当））との三様監査体制を通じて、監査役監査が実効的に行われるよう適正に

対応している。 

  ⑩財務報告の信頼性と適正性を確保するための体制 

当社は、財務報告に係る内部統制の有効性評価活動管理規程に基づき、内部統制

評価委員会を定例的に開催しており、当期は 9 回開催した。同委員会は、財務計

算に関する書類その他の情報の信頼性と適正性を確保する体制の整備と運用の状

況について、厳格な評価を実施している。当該評価結果等については、会計監査

人による監査および取締役会による検証、監査役監査を経て、法令所定の手続き

により、内部統制報告書として適正に開示している。 

  ⑪反社会的勢力による被害を防止するための体制 

当社および子会社から成る企業集団は、反社会的勢力対応の組織的対処のための

統括部署を当社法務・監査部（法務担当）とし、各営業店等には暴力団対策法に

基づく不当要求防止責任者を設置し、緊密な連係体制を構築している。 

当社法務・監査部（法務担当）は、当社および子会社から成る企業集団の各部門

部署に対して、不当要求対策のマニュアルを提供するとともに、実務者研修を実

施し、社会秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対して、毅然とした態度で

組織的に対処し、あらゆる関係を遮断している。 

当社法務・監査部（法務担当）は、平素より所轄の警察署や暴力追放推進センタ

ー、法律顧問等の外部専門機関との緊密な関係を確保し、反社会的勢力に関する

情報の共有を適正に図っている。 
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【連結計算書類】

連結注記表

連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

１． 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数  １ 社

　　連結子会社の名称 ㈱前澤エンジニアリングサービス

　　連結範囲の変更 前連結会計年度において連結の範囲に含めていた

㈱ウォーテック北海道は、事業を休止しており、重要

性が乏しくなったため、連結の範囲から除外しており

ます。

(2) 主要な非連結子会社名 ㈱ウォーテック北海道

　　連結の範囲から除いた理由 同社は事業を休止しており、総資産、売上高、当期純

損益及び利益剰余金等は、いずれも連結計算書類に

重要な影響を及ぼしていないためであります。

２． 持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した非連結子会社数 該当会社はありません。

(2) 持分法を適用した関連会社数 該当会社はありません。

(3) 持分法を適用しない非連結子会社及び ㈱ウォーテック北海道

関連会社のうち主要な会社等の名称 PFI大久保テクノリソース㈱

　持分法を適用しない理由 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社は、

当期純損益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微

であり、かつ重要性がないため、持分法の適用範囲か

ら除外しております。

３． 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 ①有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券(時価のあるもの)

決算期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は

全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定)によっております。

その他有価証券(時価のないもの)

移動平均法による原価法によっております。

②デリバティブの評価基準及び評価方法

　時価法によっております。

③たな卸資産の評価基準及び評価方法

主に、先入先出法による原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっており

ます。

ただし、未成工事支出金については個別法によっております。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 ①有形固定資産

旧定率法及び旧定額法によっております。

建物……旧定率法及び旧定額法

その他……旧定率法

(平成10年４月１日以降取得した建物(建物付属設備を除く)

については、旧定額法を採用しております。)

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物 ３～50年

機械装置及び運搬具 ２～18年

②無形固定資産

定額法によっております。

なお、ソフトウェア(自社利用分)については社内における

利用可能期間(５年)に基づく定額法によっております。
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③リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を

　採用しております。

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の

　方法を採用しております。

(3) 重要な引当金の計上基準 ①貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につい

ては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見積額を計

上しております。

②工事損失引当金

受注工事の損失発生に備えるため、当連結会計年度末の

手持受注工事のうち、損失発生の可能性が高く、かつ、

その金額を合理的に見積ることが可能な工事について、

損失見込額を計上しております。

③完成工事補償引当金

引渡しを完了した工事等に係る瑕疵担保の費用に備える

ため、将来の見積補償額に基づき計上しております。

(4) 重要な収益及び費用の計上基準 完成工事高の計上基準

・工事の進行途上においても、その進捗部分について成果

　の確実性が認められる場合

　　　工事進行基準によっております。

・上記の要件を満たさない場合

　　　工事完成基準によっております。

・決算日における工事進捗度の見積方法

　　　工事進行基準における原価比例法

(5) 退職給付に係る会計処理の方法 ①退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末

までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

数理計算上の差異及び過去勤務費用は発生した連結会計年度に

一括費用処理しております。

（6) その他連結計算書類作成のための ①消費税等の会計処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　重要な事項　　　 　税抜き方式によっております。

②ヘッジ会計の処理

　原則として繰延ヘッジ処理によっております。

　なお、特例処理の要件を満たしている金利スワップについては、

　特例処理によっております。

③繰延資産の処理方法

　社債発行費

　発生時に全額費用として処理しております。

　株式交付費
　発生時に全額費用として処理しております。

④連結納税制度の適用

　連結納税制度を適用しております。
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　（表示方法の変更） （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年

２月16日）を当連結会計年度の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資

産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。

連結貸借対照表に関する注記
１． 担保資産
　　下記の資産をＰＦＩ事業を営む当社出資会社の借入金の担保に供しております。

投資その他の資産
その他（関係会社株式） 1 百万円

　　また、下記の資産を1年内返済予定の長期借入金（460百万円）及び長期借入金（1,605百万円）の担保に
　　供しております。

建物及び構築物 2,047 百万円
土地 3,611 百万円
投資有価証券 1,027 百万円
合計 6,686 百万円

　　なお、期末現在該当する債務はありませんが、担保に供している資産は下記のとおりです。
受取手形及び売掛金 153 百万円
商品及び製品 2,429 百万円
仕掛品 1,789 百万円
原材料及び貯蔵品 1,033 百万円
合計 5,406 百万円

２． 有形固定資産の減価償却累計額 8,308 百万円

連結損益計算書に関する注記

１． 通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額 6 百万円

２． 売上原価に含まれている工事損失引当金繰入額 256 百万円

連結株主資本等変動計算書に関する注記
１． 発行済株式の種類及び総数 普通株式

当連結会計年度期首 21,425,548 株
当連結会計年度末 21,425,548 株

２． 配当に関する事項
　(1)配当金支払額

　(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

　(3)当連結会計年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来してい

　　ないものを除く）の目的となる株式の種類及び数 普通株式 1,870,000 株
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金融商品に関する注記
１． 金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針
　　　当社グループは、資金運用については預金等の安全性の高い金融資産で行い、また、資金調達に
　　ついては主に銀行借入による方針であります。
　　　なお、投機的な取引は行わない方針であります。

（2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
　　　営業債権である受取手形及び売掛金並びに電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されております。
　　当該リスクに関しては、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況等の悪化等による
　　回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
　　　投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されておりま
　　すが、定期的に時価や発行体の財務状況等を把握しております。
　　　営業債務である支払手形及び買掛金並びに電子記録債務は、１年以内の支払期日であります。また、
　　短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、固定金利で調達しております。
    　なお、長期借入金の金利は主に変動金利でありますが、その大半については金利スワップ契約を締結し、
　　実質的な利払いを固定化し、金利の変動リスクに対応しております。
　　　これら営業債務、短期借入金及び長期借入金は、流動性リスクに晒されておりますが、適時に資金繰計画
　　を作成・更新する等の方法により管理しております。

２． 金融商品の時価等に関する事項
　　　令和元年5月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおり
　　であります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません。
　　（（注２）を参照ください）

（単位：百万円）

時価 差額

(1) 現金及び預金 7,584 -
(2) 受取手形及び売掛金 5,553 -
(3) 電子記録債権 2,960 -
(4) 投資有価証券
  　 その他有価証券 2,503 -

資産計 18,602 -
(1) 支払手形及び買掛金 2,717 -
(2) 電子記録債務 4,322 -
(3) 1年内返済予定の長期借入金 927 △ 0
(4) 長期借入金 1,607 2

負債計 9,574 1
デリバティブ取引 - -

　　（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
　　　　資　　産
　　　　　（1）現金及び預金、（2）受取手形及び売掛金、並びに(3)電子記録債権
　　　　　　　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に
　　　　　　よっております。
　　　　　（4）投資有価証券
　　　　　　　投資有価証券はすべて株式であるため、時価は取引所の価格によっております。
　　　　負　　債
　　　　　（1）支払手形及び買掛金、並びに(2)電子記録債務
　　　　　　　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に
　　　　　　よっております。
　　　　　(3) 1年内返済予定の長期借入金、並びに（4）長期借入金
　　　　　　　変動金利である長期借入金は金利スワップの特例処理の対象とされており、当該金利スワップと一体として
　　　　　　処理された元利金の合計額を、同様の借入を行った場合に適用される合理的に見積もられる利率で割り引い
　　　　　　て算定する方法によっております。

　　　　デリバティブ取引
　　　　　　　保有しているデリバティブは金利スワップであり、１年内返済予定の長期借入金（320百万円）、
　　　　　　並びに長期借入金(785百万円）の金利変動リスクをヘッジする目的で契約を締結しております。
　　　　　　当該金利スワップは特例処理の要件を満たしており、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として
　　　　　　処理されているため、その時価は当該長期借入金の時価に含めて記載しております。

2,960

2,503
18,602
2,717

928
1,605
9,572

-

4,322

5,553

連結貸借対照表
計上額

7,584
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　　（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
（単位：百万円）

区分 連結貸借対照表計上額
関係会社株式 34
非上場株式 11

合計 46
　　　　　　上記については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「（4）投資有価証券」
　　　　　には含めておりません。

賃貸等不動産に関する注記

　　賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

１株当たり情報に関する注記

　　　１株当たり純資産額 934.77円

　　　１株当たり当期純利益 54.11円

　　　潜在株式調整後１株当たり当期純利益 50.89円
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【計算書類】

個別注記表

重要な会計方針に係る事項に関する注記

１． 資産の評価基準及び評価方法 （1）有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式

　移動平均法による原価法によっております｡

　

その他有価証券(時価のあるもの)

　決算期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は

　全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

　法により算定)によっております。

その他有価証券(時価のないもの)

　移動平均法による原価法によっております。

（2）デリバティブの評価基準及び評価方法

　時価法によっております。

（3）たな卸資産の評価基準及び評価方法

主に、先入先出法による原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっており

ます。

ただし、未成工事支出金については個別法によっております。

２． 固定資産の減価償却の方法 （1）有形固定資産

　旧定率法及び旧定額法によっております。

　　建物……旧定率法及び旧定額法

　　その他……旧定率法

　(平成10年４月１日以降取得した建物(建物付属設備を除く)

　については、旧定額法を採用しております。)

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　　建物３～50年

　　機械及び装置２～18年

　 （2）無形固定資産及び長期前払費用

定額法によっております。

なお、ソフトウェア(自社利用分)については社内における

利用可能期間(５年)に基づく定額法によっております。

（3）リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を

　採用しております。

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の

　方法を採用しております。

３． 引当金の計上基準 （1）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につい

ては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見積額を計

上しております。

（2）工事損失引当金

受注工事の損失発生に備えるため、当事業年度末の

手持受注工事のうち、損失発生の可能性が高く、かつ、

その金額を合理的に見積ることが可能な工事について、

損失見込額を計上しております。
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（3）完成工事補償引当金

引渡しを完了した工事等に係る瑕疵担保の費用に備える

ため、将来の見積補償額に基づき計上しております。

（4）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における

退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上してお

ります。

数理計算上の差異については、発生年度に全額損益処理

しております。

４． 収益及び費用の計上基準 完成工事高の計上基準

・工事の進行途上においても、その進捗部分について成果

　の確実性が認められる場合

　　　工事進行基準によっております。

・上記の要件を満たさない場合

　　　工事完成基準によっております。

・決算日における工事進捗度の見積方法

　　　工事進行基準における原価比例法

５． その他計算書類の作成のため （1）消費税等の会計処理

　　　　　の基本となる重要な事項　　　 　税抜き方式によっております。

（2）ヘッジ会計の処理

　原則として繰延ヘッジ処理によっております。

　なお、特例処理の要件を満たしている金利スワップについては、

　特例処理によっております。

（３）繰延資産の処理方法

　株式交付費

　発生時に全額費用として処理しております。

（４）連結納税制度の適用

　連結納税制度を適用しております。

　（表示方法の変更） （損益計算書）

　前事業年度において、「営業外費用」の「その他の費用」に含めて表示しておりま

した「売上割引」は、金額的重要性が増したため、当事業年度より独立掲記するこ

とといたしました。

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年

２月16日）を当事業年度の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の

区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更するととも

に、「税効果会計に関する注記」を変更しております。
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貸借対照表に関する注記

１． 担保資産に関する注記

　下記の資産をＰＦＩ事業を営む当社出資会社の借入金の担保に供しております。

関係会社株式 1 百万円

　また、下記の資産を1年内返済予定の長期借入金（460百万円）及び長期借入金（1,605百万円）の担保に供しております。

建物 1,856 百万円

構築物 191 百万円

土地 3,611 百万円

投資有価証券 1,027 百万円

合計 6,686 百万円

　なお、期末現在該当する債務はありませんが、担保に供している資産は下記のとおりです。

売掛金 924 百万円

商品及び製品 2,429 百万円

仕掛品 1,789 百万円

原材料及び貯蔵品 1,033 百万円

合計 6,177 百万円

２． 有形固定資産の減価償却累計額 8,288 百万円

３． 関係会社に対する金銭債権・債務 短期金銭債権 1,227 百万円

短期金銭債務 7 百万円

長期金銭債権 16 百万円

４． 取締役等に対する金銭債権・債務

　該当事項はありません。

５． 親会社株式の表示区分別の金額

　該当事項はありません。
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損益計算書に関する注記

１． 関係会社との当事業年度中における 営業取引によるもの 売上 1,169 百万円

取引高の総額 仕入等 52 百万円

営業取引以外によるもの 受取利息 1 百万円

受取配当金 688 百万円

受取技術料等 109 百万円

２． 通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額 6 百万円

３． 売上原価に含まれている工事損失引当金繰入額 256 百万円

株主資本等変動計算書に関する注記

　自己株式の種類及び株式数 普通株式

当事業年度期首 3,092,176 株

当事業年度増加 196 株

当事業年度減少 630,000 株

当事業年度末 2,462,372 株

当事業年度増加の内訳

単元未満株式の買取 196 株

当事業年度減少の内訳

行使価額修正条項付新株予約権の

権利行使に伴う自己株式の処分 630,000 株
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税効果会計に関する注記

繰延税金資産

　未払事業税等 14 百万円

　未払社会保険料 17 百万円

　未払金 1 百万円

　工事損失引当金 38 百万円

　完成工事補償引当金 2 百万円

　棚卸資産評価減 73 百万円

　長期未払金 2 百万円

　減価償却費 25 百万円

　その他有価証券、ゴルフ会員権減損額 153 百万円

　貸倒引当金繰入超過額 3 百万円

　退職給付引当金 227 百万円

　固定資産減損損失 107 百万円

　税務上の繰越欠損金 281 百万円

　その他 14 百万円

　繰延税金資産小計 964 百万円

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △ 281 百万円

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △ 548 百万円

　評価性引当額小計 △ 829 百万円

　繰延税金資産合計 134 百万円

繰延税金負債

　その他有価証券評価差額金 △ 192 百万円

　固定資産圧縮積立金 △ 65 百万円

　繰延税金負債合計 △ 257 百万円

　繰延税金負債の純額 △ 123 百万円

１株当たり情報に関する注記

　　　１株当たり純資産額 849.78円

　　　１株当たり当期純利益 41.15円

　　　潜在株式調整後１株当たり当期純利益 38.71円

　繰延税金資産及び負債の発生の
  主な原因別の内訳
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関連当事者との取引に関する注記

（単位：百万円）

役員の兼務等 事業上の関係

営業取引 売上 1,169 売掛金 770

営業取引
以外の取引

受取配当金 688 － －

営業取引
以外の取引

連結納税 338 未収入金 338

取引条件及び取引条件の決定方針等

（1） 取引金額には消費税等は含まれておりません。

（2） 価格その他の取引条件は、市場実勢等を勘案して、価格交渉の上で決定しております。

科目 期末残高属性 会社の名称
議決権等の所有

割合（被所有割合）

関係内容

据付・維持管理
工事の発注
製品売上

なし
100％
（なし）

取引内容 取引金額

株式会社
前澤エンジニアリ
ングサービス

子会社
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